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主　　　要　　　事　　　項

明治 22. － － 電気事業の計画開始

26. 9. 8 金沢電灯会社設立許可

27. 11. 29 市営発電所設立案発表

29. 7. 28 市営水力発電事業の設置許可

30. 11. 14 市営水力発電事業権を金沢電気(株)に譲渡

31. 10. 犀川上流で辰巳発電所の建設着工

〃 11. 23 金沢電気(株)が創立総会を開催、創立が決定

33. 5. 23 辰巳発電所完成(出力240kW）

〃 6. 25 金沢電気(株)が発送電を開始

35. 5. 17 金沢電気(株)が水力発電機を増設

41. 1. 27 金沢電気(株)はガス事業経営のため金沢電気瓦斯(株)と改称

大正 9. 7. 10 市は電気事業市営のため金沢電気瓦斯(株)と買収交渉開始

10. 6. 20 電気ガス事業市営案が市会で可決

〃 10. 1 金沢市電気局を設置、市営電気ガス事業が発足

〃 ｢金沢市電気および瓦斯供給条例」が施行

昭和 2. 8. 12 手取川上流吉野谷で市営吉野谷発電所の建設着工

5. 9. 9 吉野谷発電所が完工(出力1,000kW）

7. 4. 1 電気局と水道局を合併し、金沢市電気水道局と改称

11. 4. 29 電気水道局本館竣工

17. 3. 31 配電統制令により金沢市電気水道局解散

〃 4. 1 電気部門は北陸配電(株)石川支店となる

32. 3. 23 市議会で犀川多目的ダム建設調査費を議決

〃 4. 15 犀川水系総合開発計画を建設省、自治省、大蔵省と打合せる

〃 10. 3 市総合建設審議会で犀川ダム建設計画を了承

33. 9. 29 犀川総合開発計画促進期成同盟会の結成総会開催

34. 6. 1 建設省に犀川ダム建設工事の事業認可を申請

〃 12. 10 通産省と協議し、ダム建設工事を含め金沢市が犀川総合開発事業の建設工事を担当

することに決定

35. 4. 1 犀川総合開発のため総合開発部を新設、具体的調査を開始

36. 1. 18 犀川ダム事業費を政府予算案で計上

〃 3. 24 市議会で犀川総合開発事業のダム工事事業費を議決、工事第一歩を踏み出す

〃 5. 30 上寺津発電所が第３１回電源開発調整審議会で新規着手地点として決定された

〃 11. 26 犀川ダム建設用資材輸送道路の拡幅改良工事着工

37. 10. 29 犀川ダム起工式

38. 1. 11 通産省に申請していた市営電気事業が許可

〃 12. 2 犀川ダム定礎式

39. 7. 4 上寺津発電所定礎式

第４編　発電事業

１ 事業の沿革

年    月    日



主　　　要　　　事　　　項

昭和 39. 8. 7 上寺津発電所導水路トンネル貫通

40. 6. 26 犀川ダムは95％コンクリート打ちを終り、一部たん水を開始

〃 12. 11 犀川ダム満水式(満水貯水量1,430万ｍ3）

41. 1. 29 上寺津発電所営業運転を開始(最大出力16,200kW)

〃 5. 23 犀川ダム､上寺津発電所、上寺津ダムの完工を記念し、犀川総合開発事業完成式挙行

42. 1. 1 電気事業(上寺津発電所）とガス・水道事業を併合し、企業局となる

43. 4. 22 新辰巳発電所の電力について北陸電力(株)と電力需給の基本契約締結

〃 4. 28 新辰巳発電所が第48回電源開発調整審議会で新規着手地点として決定された

44. 4. 1 上寺津発電所を電気課とする

〃 7. 9 新辰巳発電所起工式

45. 5. 27 新辰巳発電所導水路(上水道事業と共同)貫通

〃 12. 新辰巳発電所導水路水圧鉄管工事完工

46. 2. 3 新辰巳発電所導水路通水

〃 3. 30 新辰巳発電所営業運転を開始(最大出力6,000kW)

55. 7. 23 新寺津発電所の電力について北陸電力(株)と仮契約

〃 7. 30 新寺津発電所が第81回電源開発調整審議会で新規着手地点として決定された

〃 12. 17 新内川発電所の電力について北陸電力(株)と仮契約

〃 12. 26 新内川発電所が第83回電源開発調整審議会で新規着手地点として決定された

56. 5. 1 新寺津発電所起工式

〃 10. 24 新寺津発電所導水路通水

〃 12. 28 新寺津発電所営業運転を開始(最大出力430kW)

57. 3. 27 新寺津発電所竣工式

〃 10. 25 新内川発電所、新内川ダム起工式

58. 5. 14 新内川発電所定礎式

〃 7. 27 新内川ダム定礎式

〃 11. 24 新内川発電所導水路全貫通

59. 9. 17 新内川発電所導水路通水

〃 12. 1 犀川水系発電管理所設置

〃 12. 26 新内川発電所営業運転を開始(最大出力7,400kW）

60. 4. 22 新内川発電所、新内川ダム竣工式

〃 7. 8 新内川第二発電所の電力について北陸電力(株)と仮契約

〃 7. 17 新内川第二発電所が第100回電源開発調整審議会で新規着手地点として決定された

61. 10. 25 広岡3丁目3番30号に企業局新庁舎完成

62. 1. 20 新内川第二発電所建設工事着工

〃 11. 30 新内川第二発電所導水路貫通式

63. 4. 27 新内川第二発電所定礎式

〃 12. 23 新内川第二発電所使用前検査仮合格(1,500kW)、営業運転を開始

平成 元. 3. 17 新内川第二発電所使用前検査合格(3,000kW)

7. 11. 7 北陸電力㈱と平成22年3月31日までの電力受給基本契約を締結

12. 4. 1 犀川水系発電管理所から発電管理センターに名称変更

22. 3. 発電管理センター増築

22. 1. 15 北陸電力㈱と平成38年3月31日までの電力受給基本契約を締結

年    月    日



２ 施設の概要

（１）上寺津発電所

金沢市寺津町丙の部23番地

最大 kW 常時 kW 常時尖頭 kW

60Ｈz

最大 m3/s 常時 m3/s 常時尖頭 m3/s

最大 m 常時 m 常時尖頭 m

魚 道 概 要

ダ ム

洪 水 吐 き 巻 揚 機

排 砂 門 の 主 要 寸 法

排 砂 門 巻 揚 機

流 筏 木 路 概 要

洪水吐きの主要寸法及び門数

名 称

種 類

高 さ ・ 頂 長

堤 体 の 体 積

敷 幅

洪 水 吐 き の 種 類

犀川ダム

直線重力式コンクリート

72.00m ・160.00m

152,800m3

63.00m

１　所 在 地

２　出　　力

３　周 波 数

４　使用水量

５　有効落差

16,200 3,240 11,100

10.00

133.10156.90161.30

3.0012.00

テンターゲート

9.641m × 9,500m　　2門

5.5kW　　2台

なし

〃

〃

〃

圧力（MPa）

25.00m 0.51

水路橋

取 水 口

二 又 貯 水 池

こ う 長

種 類

導 水 路 総 こ う 長

利 用 方 法

流 域 面 積

主 要 寸 法

付 属 施 設

そ の 他 付 属 施 設

設 計 洪 水 量

全 容 量

有 効 容 量

利 用 水 深 （ 最 大 ）

たん水面積（常時満水位）

非常用予備発電装置　　50kVA　　1台

530m3/s

14,300,000m3

11,250,000m3

31.00m

0.59km2

800㎜φハウエルバンガーバルブ  1基

57.80k㎡（うち渓流取水 1.70k㎡）

全長18.50m（傾斜式）
　流入口幅　4.00m高さ
　(上部)22.7m　(下部)6.5m

発電、上水道、農業用水、工業用水の利水ならびに洪水調
節の多目的に利用し、電力の需要に応じピーク発電を行い
上寺津逆調整池に放水する。

4,830.846m
　本水路4,162.604m　支水路668.242m

圧力トンネルトンネル

668.242m 4,137.604m



高さ 高さ 高さ

伸縮継手 2 ヶ所 排水弁 3 ヶ所

石川島播磨重工業（株）

年 12 月

固定台 2 ヶ所 小支台 19 ヶ所

蓋きょ 内幅

1 ：

55.900m

φ2.2m

ライザー

1条

2.50m ～ 1.90m

205.6t

無

条
管

長 さ

条 数

厚 さ 最 大 ・ 最 小

水
 
 
圧
 
 
管

こ う 配

内 径 及 び 厚 さ

長 さ

条 数

内 径 最 大 ・ 最 小

鉄 管 総 重 量

本
管

こ う 長

制 圧 装 置 の 有 無

保 安 装 置

3.000m

12.113m

製 造 者 名

製 造 年 月

支 持 施 設

構 造放 水 路

43.656m 17.044m

サ ー ジ タ ン ク の 種 類

φ6m φ9m

水 圧 鉄 管 材 料 及 び 接 合 方 法

サージタンク

主 要 寸 法

差動式

ＳＳ 41溶接

228.680m

下部水室 上部水室

10mm ～ 22mm

20.766m（10.383m×2本）

2条（下部にて球分岐）

内径 1.20m ～ 0.90m　　厚15mm

1965

3.2001 ：

立軸単輪単流渦巻・フランシス

kW ・ 2 台

m3/s

m

rpm

m－kW

% （at 6,600kW）

%

%

ロータリーバルブ（2号）  横軸複葉弁（1号）

三菱重工（株）

年 3 月

回転界磁・三相交流同期

kVA ・ 2 台

% lag

V

60Ｈz

9,000

6,600

90

保 証 速 度 変 動 率

定 格 出 力 ・ 台 数

定 格 力 率

周 波 数

定 格 電 力

比 速 数

発 電 機 型 式 及 び 種 類

89.1

7,430

5.75

保 証 水 圧 変 動 率

こ う 配

保 証 最 高 効 率

基 準 落 差

回 転 数

型 式 及 び 種 類

基 準 出 力 ・ 台 数

基 準 水 量

118.2

150.00

720

水 車

30

40

入 口 弁 の 型 式

製 造 年 月

製 造 者 名

1965

3.200



rpm

Ω

% （at pf＝0.9）

t－㎡

% 1分

閉鎖風道循環型

（固定子） Ｂ （回転子） Ｂ

（固定子） サーチコイル （回転子） なし

水車に直結

炭酸ガス消火装置

三菱電機（株）

年 6 月

送電用

1

屋外用内鉄形

３相

60Ｈz

kVA

kVA

なし

39

相 数

周 波 数

容
量

二 次

一 次

三 次

バ ン ク 数

型

製 造 年 月

主 変 圧 器 用 途

発 電 機 消 火 装 置

製 造 者 名

原 動 機 及 び 連 結 方 式

巻
線

絶 縁 種 類

温 度 測 定 装 置

過 速 度 耐 力

冷 却 方 式

電 圧 変 動 率

は ず み 車 効 果

短 絡 比

同 期 リ ア ク タ ン ス

発 電 機 回 転 数

18,000

18,000

1.07

164

1965

2.05

1.0

720

なし

V

－ － V

なし

%

油入自冷式

有（無電圧式）

一次三角形   二次星形

一次単一型   二次コンデンサー型

l

Ａ 種

－

ダイヤル、サーチコイル

窒素封入式

一次6号A  二次70号

三菱電機（株）

77,000 73,500

7.5

（R） （F）

9,100

製 造 者 名

特記
事項

油 劣 化 防 止 装 置

絶 縁 種 類

絶 縁 油 油 量

油 温 度 測 定 装 置

巻 線 の 絶 縁 種 別

巻 線 温 度 測 定 装 置

ブ ッ シ ン グ の 種 類

タ ッ プ 切 替 器 の 有 無

6,300

電
圧 80,500

（F）

イ ン ピ ー ダ ン ス 電 圧

二 次

結 線 法

一 次

三 次

三 次

冷 却 方 式



年 10 月

1個

なし

ＰＴ接地  1個

VA

送電用

屋外用ガス遮断器

84kV

600A

25kA

Ａ 

開バネ　　閉バネ

開　５Hz　　

開極　0.028ｓ　閉極　0.1ｓ

ＳＦ6ガス

0.5MPa・20℃

13kg

1

三菱電機（株）

年 11 月

随時監視制御方式

2002

100

使 用 回 路

種 類 型 式

中性点接
地装置

種 類 及 び 個 数

容 量

製 造 者 名

製 造 年 月

定 格 開 極 ・ 閉 極 時 間

消 弧 方 法

定 格 ガ ス 圧 力

ガ ス 量

個 数

定 格 遮 断 容 量

定 格 電 圧

定 格 電 流

主 変 圧 器 2007

個
数

常 用

製 造 年 月

予 備

動 作 責 務

操 作 方 法

定 格 遮 断 時 間

遮　断　器

運転制御装置 制 御 方 式 随時監視制御方式

北陸電力㈱石川総合制御所

サイリスタ式自動電圧調整装置

サイリスタ式

インデックス法

発電管理センター、ＮＴＴ回線及び自営線

プログラマブルコントローラによる自動負荷調整装置

三菱電機（株）

鉄骨鉄筋コンクリート造 地下2階、地上3階 ㎡

二床式

水圧鉄管取水

1,078.6

配 電 盤 製 造 者 名

建 家 等 建 家 の 構 造 及 び 建 材

制 御 所 及 び 制 御 線

電 圧 力 率 調 整 装 置

冷 却 水 取 水 設 備

負 荷 調 整 装 置

水 車 発 電 機 据 付 方 式

自 動 同 期 装 置

運転制御装置 制 御 方 式

所 属 給 電 所

水 車 能 率 測 定 装 置



許認可事項等

上寺津発電所平面図

36 年 5 月 30 日 第31回電調審採択

〃 38 年 1 月 11 日 36公第4483号 電気事業許可

〃 3 月 27 日 水利使用許可

〃 9 月 26 日 37公第5714号 上寺津発電所工事施工認可

〃 39 年 2 月 18 日 38公第5899号 上寺津発電所逆調整池ダム工事施工認可

〃 4 月 1 日 工事着手

〃 9 月 22 日 39公第3553号 上寺津発電所工事設計明細書中一部事項変更認可

〃 40 年 11 月 20 日 上寺津発電所工事計画軽微変更届出

〃 12 月 27 日 40公第7514号 上寺津発電所工事計画変更認可申請

41 年 1 月 29 日 上寺津発電所使用前検査終了、営業運転に入る

第66号   使用前検査合格

5 年 4 月 1 日 水利使用（更新）許可

〃 6 年 4 月 1 日 水利使用（更新）許可

〃 7 年 4 月 1 日 水利使用（更新）許可

〃 8 年 4 月 1 日 水利使用（更新）許可

〃 9 年 4 月 1 日 水利使用（更新）許可

〃 10 年 4 月 1 日 水利使用（更新）許可

〃 11 年 4 月 1 日 水利使用（更新）許可

〃 16 年 7 月 9 日 石川県指令河第1008号 水利使用（更新）許可

昭和

平成

昭和



（２）新辰巳発電所

金沢市上辰巳町６の部２０５番地

最大 kW 常時 kW

60Ｈz

最大 m
3
/s 常時 m

3
/s

最大 m 常時 m

上寺津（逆調整池）ダム

直線重力式コンクリート

m ・ m

m
3

m

2段ローラーゲート

m × m 2門

kW 2台

５　有効落差

ダ ム

洪 水 吐 き の 種 類

洪 水 吐 き 巻 揚 機

排 砂 門 の 主 要 寸 法

排 砂 門 巻 揚 機

流 筏 木 路 概 要

魚 道 概 要

7.5

なし

〃

〃

〃

740

23.50

19.50 69.00

76.70

種 類

高 さ ・ 頂 長

堤 体 の 体 積

敷 幅

１　所 在 地

２　出　　力

３　周 波 数

４　使用水量

6,000

73.00

7,680

10.00 1.89

6.5洪水吐きの主要寸法及び門数

名 称

9.8

非常用予備発電装置 kVA 1台

m
3
/s

m
3

m
3

m

k㎡

上水道用水並びに下流用水、放流施設が有る

k㎡

流入口幅 m 全長 m

越流長

全長 天端幅 底幅

有効水深

幅 × 高さ

ヘッドタンク

2.20m

7.00m

3.86m

制 水 門 の 主 要 寸 法 2.20m

52.00m 8.945m

導 水 路 総 こ う 長

利 用 方 法

流 域 面 積

主 要 寸 法

上寺津調整池

取 水 口

有 効 容 量

利 用 水 深 （ 最 大 ）

たん水面積（常時満水位）

そ の 他 付 属 施 設

設 計 洪 水 量

全 容 量

53.924m

水 路 余 水 吐 設 備

暗きょ

3.20

0.026

5,242.845m

12.00m

上寺津発電所の使用水量を上寺津ダムにて逆調整し、新辰
巳発電所取水口より本発電所の使用水量を取水する。

13.20

19.60

610

129,000

77,000

9.40

無圧トンネル

5,296.796m

主 要 寸 法

付 属 施 設

100

種 類

こ う 長



全長 敷幅 ～

内径 延長

相殺型減勢池

内幅 高さ （水深部）

ＳＭ 41Ａ 溶接

1条

～

9 ㎜ ～ 8 ㎜

（12.241m×2本）

2条（下部にてＹ分岐）

内径 厚 9 ㎜

t

伸縮継手 4 ヶ所 排水弁 1 ヶ所

日本鋼管㈱

年 12 月

固定台 6 ヶ所 小支台 35 ヶ所

開きょ

放水池 延長

1970

105.595m

7.70m

4.00m 6.00m

1.60m

33.783m 2.00m 高さヘッドタンク

余 水 路 の 主 要 寸 法

余 水 吐 き の 主 要 寸 法 2.50

保 安 装 置

製 造 者 名

製 造 年 月

支 持 施 設

構 造

水
 
 
圧
 
 
管

1.60m

鉄 管 総 重 量

長 さ

条 数

内 径 最 大 ・ 最 小

条
管

長 さ

条 数

厚 さ 最 大 ・ 最 小

内 径 及 び 厚 さ

本
管

無

2.20m

1.10m

139.0

24.482m

285.353m

放 水 路

減 勢 池

水 圧 鉄 管

10.500m

制 圧 装 置 の 有 無

3.500m 16.000m

種 類

材 料 及 び 接 合 方 法

放水路 内幅 延長

1 ： （緩斜部）

横軸二輪単流渦巻両掛・フランシス

kW ・ （3,130kW・２台）

m
3
/s

m

rpm

m－kW

% （at 6,260kW）

%

%

バタフライバルブ

日本工営㈱

年 11 月

回転界磁型・三相交流同期

kVA ・ 1 台

1970

6,700

こ う 長

こ う 配

型 式 及 び 種 類

基 準 出 力 ・ 台 数

発 電 機 型 式 及 び 種 類

定 格 出 力 ・ 台 数

基 準 水 量

保 証 水 圧 変 動 率

保 証 最 高 効 率

6,260

10.00

73.00

720

189.0

基 準 落 差

回 転 数

比 速 数

水 車

50

製 造 者 名

26.500m

3.500m 16.000m

製 造 年 月

保 証 速 度 変 動 率

40

1,000

87.5

入 口 弁 の 型 式



% lag

V

60Ｈz

rpm

Ω

% （at pf＝0.895）

t－㎡

% 1分

閉鎖風道換気型

（固定子） Ｂ （回転子） Ｂ

（固定子） サーチコイル （回転子） なし

水車に直結

手動注水式

神鋼電機㈱

年 10 月

送電用

1

屋外用内鉄形

３相

1970

1.01

180

41.7

6,600

89.5

720

19.9

0.99

主 変 圧 器 用 途

バ ン ク 数

型

相 数

周 波 数

発 電 機 消 火 装 置

製 造 者 名

製 造 年 月

原 動 機 及 び 連 結 方 式

巻
線

絶 縁 種 類

温 度 測 定 装 置

は ず み 車 効 果

過 速 度 耐 力

冷 却 方 式

定 格 電 力

同 期 リ ア ク タ ン ス

電 圧 変 動 率

短 絡 比

回 転 数

定 格 力 率

周 波 数

発 電 機

60Ｈz

kVA

kVA

なし

V

－ － V

なし

%

油入自冷式

有（無電圧式）

一次三角形   二次星形

一次単一型   二次コンデンサー型

l

Ａ 種

－

ダイヤル、アルコール、サーチコイル

（F）

6,700

6,700

二 次
77,000 73,500

（R）

7.77

（F）

6,400絶 縁 油 油 量

油 温 度 測 定 装 置

巻 線 の 絶 縁 種 別

巻 線 温 度 測 定 装 置

結 線 法

タ ッ プ 切 替 器 の 有 無

ブ ッ シ ン グ の 種 類

イ ン ピ ー ダ ン ス 電 圧

6,300

電
圧 80,500

一 次

三 次

一 次

三 次

周 波 数

容
量

二 次

冷 却 方 式



無圧密閉式

一次6号A  二次70号

日本工営㈱

年 11 月

1個

なし

ＰＴ接地  1個

VA

送電用

屋外用ガス遮断器

Ａ

開 5 Hz

開極 0.05ｓ 閉極 0.15ｓ

ＳＦ6ガス

0.5MPa・20℃ ・ 15kg

1

1970製 造 年 月

特記
事項

84kV

800A

20kA

開バネ　　閉バネ

製 造 者 名

200

予 備

油 劣 化 防 止 装 置

絶 縁 種 類

常 用個
数

中性点接
地装置

定 格 遮 断 時 間

使 用 回 数

種 類 及 び 個 数

容 量

主 変 圧 器

遮 断 器

種 類 形 式

定 格 電 圧

製 造 者 名

定 格 ガ ス 圧 力 ・ ガ ス 量

定 格 電 流

定 格 遮 断 容 量

消 弧 方 法

個 数

動 作 責 務

操 作 方 法

定 格 開 極 ・ 閉 極 時 間

㈱高岳製作所

2003年10月

随時監視制御方式

北陸電力㈱石川総合制御所

サイリスタ式自動電圧調整装置

電子式

インデックス法

発電管理センター、ＮＴＴ回線

プログラマブルコントローラによる定水位調整装置

神鋼電機㈱

鉄筋コンクリート造 地下1階、地上3階 ㎡

横軸単床式

地下水による給水槽取水及び水圧鉄管取水

442.76

冷 却 水 取 水 設 備

建 家 等 建 家 の 構 造 及 び 建 材

水 車 発 電 機 据 付 方 式

負 荷 調 整 装 置

配 電 盤 製 造 者 名

水 車 能 率 測 定 装 置

制 御 所 及 び 制 御 線

自 動 同 期 装 置

運転制御装置 制 御 方 式

所 属 給 電 所

電 圧 力 率 調 整 装 置

製 造 者 名

製 造 年 月



許認可事項等

43 年 4 月 28 日 第48回電調審採択

〃 9 月 30 日 発発第 7号 水利使用許可申請

新辰巳発電所平面図

昭和

〃 9 月 30 日 発発第 7号 水利使用許可申請

〃 10 月 21 日 発発第12号 電気工作物変更許可申請

〃 11 月 8 日 発発第 4号 供給関係変更許可申請

〃 11 月 30 日 発発第18号 工事計画認可申請

〃 44 年 2 月 17 日 43公富支発第745号 電気工作物変更許可

〃 3 月 20 日 44公富支発第128号 工事計画認可

〃 3 月 27 日 43公第12827号 供給関係変更許可

〃 5 月 1 日 石川県指令河収第585号 水利使用許可

〃 45 年 9 月 24 日 発電第47号 水利使用変更許可申請

〃 9 月 25 日 発電第37号 工事計画変更認可申請

〃 11 月 24 日 石川県指令河収第366号 水利使用変更許可

〃 46 年 1 月 11 日 45公富支発第843号 工事計画変更許可

〃 1 月 16 日 発企電第 5号 水利使用変更許可申請（第2回）

〃 2 月 9 日 発企電第 4号 工作物（新辰巳発電所等）一部使用許可申請

〃 3 月 4 日 石川県指令河収第74号 水利使用変更許可（第2回）

〃 3 月 16 日 石川県指令河収第101号 工作物（新辰巳発電所等）一部使用許可

〃 3 月 30 日 使用前検査終了 営業運転に入る

46公富支発第129号 使用前検査合格

〃 5 月 15 日 犀川水系新辰巳発電所電気工作物完成検査申請を知事に提出

 平成 10 年 3 月 30 日 石川県指令河第1381号 水利使用(更新）許可


